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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を出射する開口部の周縁に設けられた鍔部を有する器具本体の前記鍔部に取り付けら
れたカバーであって、
　前記鍔部を嵌め込むための嵌め込み溝が形成された嵌め込み部と、
　開口が形成された有底形状をなし、前記開口の側に前記嵌め込み部が設けられた周枠部
とを備え、
　前記嵌め込み部は、
　前記開口の縁部から内側に向かって突出し、前記鍔部に接している第１突出部と、
　前記第１突出部と対向した状態で前記周枠部の内部に形成され、前記鍔部に接している
と共に前記第１突出部との間に前記鍔部を嵌め込んだ第２突出部とを備え、
　前記第１突出部は、
　前記鍔部から前記第１突出部の側に突き出たリブが入り込んだスリットを有するカバー
。
【請求項２】
　前記第１突出部は、
　天井面に形成され、前記器具本体を取り付けた埋め込み穴の周縁と前記鍔部との間に挟
まれている請求項１に記載のカバー。
【請求項３】
　前記周枠部は、有底形状における底部を備え、
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　前記底部は、前記嵌め込み部に向かう方向に凹む凹状である請求項１又は請求項２に記
載のカバー。
【請求項４】
　前記周枠部は、有底形状における底部を備え、
　前記底部は、前記嵌め込み部から離れる方向に突き出た凸状、又は平面状である請求項
１から請求項３のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項５】
　前記カバーは、弾性部材により形成されており、
　前記周枠部の内周径は前記鍔部の外周径よりも小さい請求項１から請求項４のいずれか
１項に記載のカバー。
【請求項６】
　前記カバーは、弾性部材により形成されており、
　前記周枠部の内周径と前記鍔部の外周径とは等しい請求項１から請求項４のいずれか１
項に記載のカバー。
【請求項７】
　光を出射する開口部の周縁に設けられた鍔部を有する器具本体と、
　前記鍔部に取り付けられたカバーとを備えた照明器具であって、
　前記カバーは、
　前記鍔部を嵌め込むための嵌め込み溝が形成された嵌め込み部と、
　開口が形成された有底形状をなし、前記開口の側に前記嵌め込み部が設けられた周枠部
とを備え、
　前記嵌め込み部は、
　前記開口の縁部から内側に向かって突出し、前記鍔部に接している第１突出部と、
　前記第１突出部と対向した状態で前記周枠部の内部に形成され、前記鍔部に接している
と共に前記第１突出部との間に前記鍔部を嵌め込んだ第２突出部とを備え、
　前記照明器具は、
　前記鍔部から前記第１突出部の側に突き出たリブを有し、
　前記第１突出部は、
　前記リブが入り込んだスリットを有する照明器具。
【請求項８】
　前記照明器具は、
　天井面に形成された埋め込み穴に取り付けられており、前記天井面における前記埋め込
み穴の周縁と前記鍔部との間に前記第１突出部が挟まれている請求項７に記載の照明器具
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カバーが取り付けられた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、埋め込み形の照明器具の開口部に、透光性部材を取り付ける技術が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２１３０５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の照明器具では、透光性部材の凹部が開口部よりも内側に入り込む形状であ
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るため、天井面が暗くなるという課題があった。
　また、鍔部に引っ掛かる円弧部及び平坦部は、天井面から突出量が少なく、また、凹部
から連続する延長部が存在することから、指などが引っかかる部分が少なくなり、天井面
に取り付けた照明器具を取り外し難いという課題があった。
【０００５】
　本発明は、天井面を明るくするとともに、天井面に取り付けた照明器具を取り外し易く
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るカバーは、光を出射する開口部の周縁に設けられた鍔部を有する器具本体
に取り付けられるカバーであって、前記鍔部を嵌め込むための嵌め込み溝が形成された嵌
め込み部と、開口が形成された有底形状をなし、前記開口の側に前記嵌め込み部が設けら
れた周枠部とを備えた。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係るカバーは、器具本体の鍔部を嵌め込むための嵌め込み溝が形成された嵌め
込み部と、開口が形成された有底形状をなし、開口の側に嵌め込み部が設けられた周枠部
とを備えている。よって、周枠部からの照射により天井面を明るくすると共に、天井面に
取り付けた照明器具を周枠部により取り外し易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る照明装置１０を示す図であり、（ａ）は取付側から見た斜視
図、（ｂ）は照射側から見た斜視図。
【図２】実施の形態１に係る照明装置１０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は（
ａ）のＱ１方向から見た側面図、（ｃ）は（ａ）のＱ２方向から見た側面図。
【図３】実施の形態１に係る照明器具３０を示す４面図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）
及び（ｃ）は側面図、（ｄ）は（ａ）のＡ－Ａ断面図。
【図４】実施の形態１に係る光源ユニット２０を示す図。
【図５】実施の形態１に係る照明装置１０の分解斜視図。
【図６】図２の（ａ）の照明装置１０のＢ－Ｂ断面図。
【図７】実施の形態１に係るカバー１５０を示す図であり、（ａ）は取付側から見た斜視
図、（ｂ）は照射側から見た斜視図。
【図８】実施の形態１に係るカバー１５０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は側
面図、（ｃ）は（ａ）のＣ－Ｃ断面図。
【図９】実施の形態１に係る照明器具３０を示す図であり、（ａ）は器具本体１４０にカ
バー１５０が取り付けられた状態を示す斜視図、（ｂ）は（ａ）のＤ－Ｄ断面図。
【図１０】図９の（ａ）から取付バネ１４６が取り外された状態を示す図である。
【図１１】（ａ）は図９の（ｂ）のＡ部拡大図であり、（ｂ）及び（ｃ）は鍔部１４２と
嵌め込み部１５１との変形例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、以下に説明する実施
の形態によって本発明が限定されるものではない。また、以下の図面では各構成部材の大
きさの関係が実際のものとは異なる場合がある。また、実施の形態の説明において、上、
下、左、右、前、後、表、裏といった方向或いは位置が示されている場合、それらの表記
は、説明の便宜上、そのように記載しているだけであって、装置、器具、部品等の配置や
向き等を限定するものではない。なお、上方を取付方向或いは取付側、下方を照射方向或
いは照射側ともいう。
【００１０】
　実施の形態１．
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＊＊＊構成の説明＊＊＊
　図１は、本実施の形態に係る照明装置１０を示す図であり、（ａ）は取付側から見た斜
視図、（ｂ）は照射側から見た斜視図である。
　図２は、本実施の形態に係る照明装置１０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は
（ａ）をＱ１方向から見た側面図、（ｃ）は（ａ）をＱ２方向から見た側面図である。
　図３は、本実施の形態に係る照明器具３０を示す３面図及び断面図であり、（ａ）は平
面図、（ｂ）及び（ｃ）は側面図、（ｄ）は（ａ）のＡ－Ａ断面図である。
　図４は、本実施の形態に係る光源ユニット２０を示す図である。
　図５は、本実施の形態に係る照明装置１０の分解斜視図である。
　図６は、図２の（ａ）の照明装置１０のＢ－Ｂ断面図である。
【００１１】
　図１から図６を用いて、本実施の形態に係る照明装置１０の構成について説明する。
　照明装置１０は、天井面或いは壁面といった装置取付面に形成された埋め込み穴に埋め
込まれて使用されるダウンライト型照明装置である。
　照明装置１０は、光源ユニット２０と、照明器具３０とを備える。
【００１２】
＜光源ユニット２０の説明＞
　図４、図５、及び図６に示すように、光源ユニット２０は、電源部１１０と光源部１２
０とを備える。
　電源部１１０は、本体取付プレート１１３と、この本体取付プレート１１３に取り付け
られる電源端子台１１１と、本体取付プレート１１３に取り付けられる電源装置１１４と
を備える。電源装置１１４は図６に示すように、ヒートシンク１２１の内側に配置されて
いる。
　光源部１２０は、ヒートシンク１２１と、発光素子１２３が実装された発光部１２２と
、後述する照明器具３０の光源取付部１４３に取り付けられる取付部１２４とを備える。
【００１３】
　電源装置１１４は、発光部１２２に電力を供給し、発光素子１２３を点灯させる。
　発光部１２２は、図４に示すように、光源部１２０の下端部に配置される。また、発光
部１２２は、図５に示すように、器具本体１４０の光源取付部１４３に形成された光源開
口４３１から照射方向を臨むように配置され、光源開口４３１から照射方向に向かって光
を照射する。ヒートシンク１２１は、発光素子１２３の発する熱を放熱する。
　取付部１２４は、器具本体１４０の光源取付部１４３に形成された立上り部１４５の上
端部と係合し、ネジなどの固定部材により器具本体１４０に固定される。
　発光素子１２３は、具体的にはＬＥＤである。また、発光素子１２３は、ＬＥＤ以外の
発光素子、具体的には、有機ＥＬ或いはレーザでもよい。
【００１４】
＜照明器具３０の説明＞
　照明器具３０は、器具本体１４０と、器具本体１４０に取り付けられるカバー１５０と
を備える。
　器具本体１４０は、光源ユニット２０が取り付けられた光源取付部１４３と、光源取付
部１４３から照射側に向かって広がった状態で形成された反射部１４１とを備える。反射
部１４１は、光源の光を反射する内面部４１１と、内面部４１１の裏面である外面部４１
２と、外面部４１２から突き出たリブ１４８とを備える。リブ１４８は突出片ともいう。
反射部１４１は、装置取付面の埋め込み穴に挿入される部分であり、照射側の端部に開口
部１４４が形成されている。また、器具本体１４０は、光を出射する開口部１４４の周縁
に設けられた鍔部１４２を備える。カバー１５０は、鍔部１４２に取り付けられる。
【００１５】
　光源取付部１４３には、光源ユニット２０の取付部１２４が取り付けられる。
　反射部１４１は、光源取付部１４３から外方へ向かって傾斜するように形成される。反
射部１４１の内面部４１１は、発光部１２２から照射される光を反射する。
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　鍔部１４２は、反射部１４１の照射側の端部の開口部１４４から外方に向かって突出し
ており、略円形の環状をなす。図５に示すように、鍔部１４２は、照射側の面である下面
４２１と、下面４２１の裏面である上面４２２とを備える。
【００１６】
　反射部１４１の外面部４１２には、装置取付面の埋め込み穴の周縁部と係合する取付バ
ネ１４６が取り付けられる。取付バネ１４６は、反射部１４１の外面部４１２から取付方
向に突き出たバネ取付部１４７に取り付けられている。図３に示すように、本実施の形態
では、器具本体１４０は、器具本体１４０を取付側から見た場合に、略円形の外面部４１
２の縁部に略等間隔に配置された３つの取付バネ１４６を備える。すなわち、バネ取付部
１４７も略円形の外面部４１２の縁部に略等間隔に３つ設けられる。
【００１７】
　また、反射部１４１の外面部４１２には、隣り合う取付バネ１４６の間に少なくとも１
つのリブ１４８が形成されている。なお、図３の（ａ）に示すように、隣り合う取付バネ
１４６の間のうちの１箇所には、３つのリブが形成されている。すなわち、本実施の形態
では、器具本体１４０は少なくとも５つのリブ１４８を有する。
　リブ１４８は、外面部４１２の一部から鍔部１４２が伸びた方向に形成された板片であ
る。図５に示すように、リブ１４８は、外面部４１２において、外面部４１２と鍔部１４
２との境界部分Ｐ１から器具本体１４０の中央部である光源取付部１４３に向かう途中の
中間点Ｐ２までの部分から、光源取付部１４３を中心とした放射方向に突き出した板片で
ある。外面部４１２は傾斜しているため、Ｐ１からＰ２までの部分が放射方向に突き出す
ことにより、外面部４１２から上方に突き出したリブ１４８が形成される。なお、図５に
示すように、リブ１４８は、鍔部１４２の上面４２２の一部から突き出しているともいえ
る。図３の（ａ）に示すように、リブ１４８は、上方から見ると器具本体１４０の中央部
Ｐ０から放射状に形成される。
　照明装置１０は、装置取付面の埋め込み穴に器具本体１４０の反射部１４１部分が挿入
される。このとき、リブ１４８は埋め込み穴の内側に反射部１４１が適切に収納されるよ
うにガイドする。
【００１８】
　図５に示すように、器具本体１４０の上部には、光源ユニット２０を取り付ける光源取
付部１４３が設けられる。光源取付部１４３は、反射部１４１の内面部４１１に光源ユニ
ット２０の発光部１２２を露出させるための光源開口４３１が形成される。また、光源取
付部１４３は、光源開口４３１から発光部１２２が露出するように、光源ユニット２０の
取付部１２４を取り付ける。
【００１９】
＜カバー１５０の構成の概要について＞
　図７は、本実施の形態に係るカバー１５０を示す図であり、（ａ）は取付側から見た斜
視図、（ｂ）は照射側から見た斜視図である。
　図８は、本実施の形態に係るカバー１５０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は
側面図、（ｃ）は（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。
　図９は、本実施の形態に係る照明器具３０を示す図であり、（ａ）は器具本体１４０に
カバー１５０が取り付けられた状態を示す斜視図、（ｂ）は（ａ）のＤ－Ｄ断面図である
。
　図１０は、図９の（ａ）から取付バネ１４６が取り外された状態を示す図である。
　図１１は、（ａ）が図９の（ｂ）のＡ部拡大図であり、（ｂ）が鍔部１４２と嵌め込み
部１５１との変形例を示す図である。
　図７から図１１を用いて、カバー１５０の構成及びカバー１５０の取り付け状態につい
て説明する。
【００２０】
　カバー１５０は、鍔部１４２を嵌め込むための嵌め込み溝１５７が形成された嵌め込み
部１５１と、開口１５９が形成された有底形状をなし、開口１５９の側に嵌め込み部１５
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１が設けられた周枠部１５３とを備える。周枠部１５３は、有底形状における側部１５２
と、有底形状における底部１５５とを備える。周枠部１５３は、筒形状をなす。
　つまり、カバー１５０は、周枠部１５３の一端（照射側の端部）に内側に形成された底
部１５５と、周枠部１５３の他端（取付側の端部）から内側に突出した嵌め込み部１５１
とを備える。カバー１５０は、嵌め込み部１５１に器具本体１４０の鍔部１４２が嵌め込
まれることにより、器具本体１４０に取り付けられる。
【００２１】
　図８の（ｃ）に示すように、底部１５５は、周枠部１５３の他端部（取付側の端部）を
覆っていると共に、他端部から嵌め込み部１５１に向かう方向（上方）に凹む凹状である
。底部１５５は円弧状に滑らかに凹んで側部１５２の内部に形成される。底部１５５は凹
部ともいう。
　なお、底部１５５は、嵌め込み部１５１から離れる方向に突き出た凸状、又は平面状で
あってもよい。
【００２２】
　嵌め込み部１５１は、周枠部１５３の一端部（照射側の端部）の開口１５９の縁部から
内側に向かって突出する。嵌め込み部１５１は、鍔部１４２を嵌め込むための嵌め込み溝
１５７が形成されている。嵌め込み部１５１は、一端部の縁部から内側に向かって突出し
た第１突出部１５４と、第１突出部１５４と対向した状態で周枠部１５３の内部に形成さ
れ、第１突出部１５４との間に嵌め込み溝１５７を形成している第２突出部１５６とを備
える。第２突出部１５６は、周枠部１５３の内壁から内側に向かって形成されている。ま
た、第１突出部１５４と第２突出部１５６とを連結する連結部１５８が形成される。
【００２３】
　図８（ａ）に示すように、第１突出部１５４は幅Ｌ１のリング状であり、第２突出部１
５６は、幅Ｌ３のリング状である。
　また、図５に示すように、第１突出部１５４は、幅Ｌ１が器具本体１４０の鍔部１４２
の幅Ｌ２と略同一か若干広く形成される。第２突出部１５６の幅Ｌ３は、第１突出部１５
４の幅Ｌ１と略同一が好ましい。
　図８の（ｃ）及び図１１に示すように、第２突出部１５６は上面、すなわち第１突出部
１５４に対向する面が周枠部１５３の内部中心に向かって徐々に傾斜する傾斜面部５６１
を形成している。
【００２４】
　第１突出部１５４には、嵌め込み部１５１に器具本体１４０の鍔部１４２が嵌め込まれ
た場合に、器具本体１４０のリブ１４８が挿入されるスリット５４１と、バネ取付部１４
７の一部が配置される切欠き部５４２とが形成される。
【００２５】
＜カバーの周枠部１５３について＞
　カバー１５０は、弾性部材により形成される。また、カバー１５０は、透光性を有する
。具体的には、カバー１５０は、シリコーン製である。
　シリコーンのような透過性を有する材料は、材料厚みの厚いところが薄いところに比べ
、暗くなってしまう傾向がある。本実施の形態では、図７の（ｂ）に示すように、カバー
１５０内の明暗差を極力抑えるため、カバー１５０の円筒形上の周枠部１５３の角部５３
１は厚みが一定になるようＲ形状としている。
　また、カバー１５０内で光が反射するので、肉厚になりやすい周枠部１５３と第１突出
部１５４との境目に光が当たり、暗がりになりにくい。
【００２６】
　周枠部１５３の内周径は鍔部１４２の外周径よりも小さい、或いは、周枠部１５３の内
周径と鍔部１４２の外周径とは等しいように形成される。すなわち、周枠部１５３の内周
径は、鍔部１４２の外周径と同じか、やや小さくなるように形成されている。なお、鍔部
１４２の外周径よりも周枠部１５３の内周径を小さくするのは、嵌め込み部１５１が形成
される部分のみでもよい。すなわち、嵌め込み溝１５７の内周径が器具本体１４０の鍔部
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１４２の外周径よりもやや小さくなっていればよい。すなわち、周枠部１５３全体の内周
径を鍔部１４２の外周径よりも小さくする必要はない。要するに、嵌め込み部１５１が鍔
部１４２に嵌合したときに、周枠部１５３が外側に広げられ、周枠部１５３が元の形状に
戻るように、内側方向に対して応力が発生するようになっていればよい。
【００２７】
　このように、シリコーン製のカバー１５０の周枠部１５３の内周径を鍔部１４２（反射
枠ともいう）の外周径よりも等しいか、やや小さめとする。このようにすることで、カバ
ー１５０を鍔部１４２に取り付けた際、カバー１５０を押し広げるように応力が発生する
ので、カバー１５０が鍔部１４２から外れ難くすることができる。
　また、周枠部１５３によって、光を拡散することができる。図６の矢印Ｑ４に示すよう
に、照明器具３０を天井に取り付けた際、天井面方向に光を照射することができ、天井面
を明るくすることができる。またカバー１５０を均一に明るくすることもできる。これに
より、天井面とカバー１５０との輝度差を小さくすることができるので、グレアを抑制す
ることができる。
【００２８】
＜カバー１５０の底部１５５について＞
　底部１５５は、中央部５５１が取付側に凹むように、曲面状をなしている。
　図６に示すように、底部１５５において中央部５５１を凹ますことで、光源部１２０の
発光部１２２と中央部５５１との距離Ｌ４が近くなり、直下方向への光の透過量が多くな
る。よって、ダウンライトである照明装置１０の直下方向の照度を高めることができる。
　また、図９の（ｂ）に示すように、カバー１５０を器具本体１４０の鍔部１４２に取り
付けた際、カバー１５０の周枠部１５３が外方へ引っ張られる応力Ｑ３が発生する。しか
し、底部１５５を凹状に形成することで、この底部１５５の凹状が変形し、応力Ｑ３と均
衡した状態となる。よって、カバー１５０の周枠部１５３が内側方向へ形状が変形する変
形量を抑えることができる。また、凹状の形状が若干変形しても、照明装置１０としての
意匠性を保つことができる。つまり、発光部１２２を覆う部分（底部１５５の部分）が平
面であると、応力Ｑ３により発光部１２２を覆う部分が変形した場合、平面から窪んだ状
態に変形してしまうため、意匠面の形状変化が現れる。しかし、元々凹状に形成している
ので、意匠面の形状変化が少なく、意匠性を保つことができる。
【００２９】
＜カバーの嵌め込み部１５１について＞
　図９の（ｂ）及び図１１に示すように、嵌め込み部１５１は、鍔部１４２に取り付けら
れた際、鍔部１４２を挟み込む或いは包み込むような「コ」の字状、「Ｕ」字状或いは「
Ｖ」字状に形成されている。すなわち、嵌め込み溝１５７の断面形状が、鍔部１４２を挟
み込む或いは包み込むような「コ」の字状、「Ｕ」字状或いは「Ｖ」字状となる。
【００３０】
　上述したように、嵌め込み部１５１は、第１突出部１５４と、第２突出部１５６と、第
１突出部１５４と第２突出部１５６とを連結する連結部１５８とを有する。連結部１５８
は周枠部１５３の一部であってもよい。第１突出部１５４は、一端部の縁部から内側に向
かって突出し、鍔部１４２に接している。また、第２突出部１５６は、周枠部１５３の内
壁から内側に向かって形成され、鍔部１４２に接していると共に第１突出部１５４との間
に鍔部１４２を嵌め込む。
【００３１】
　第１突出部１５４は、鍔部１４２のうち、反射部１４１が天井面の埋め込み穴に挿入さ
れたとき、天井面側の上面４２２に接触する。第１突出部１５４は上面支持部ともいう。
第１突出部１５４は、鍔部１４２から外れ難くするため、鍔部１４２との重なり量が大き
くなるように形成されている。第１突出部１５４の幅Ｌ１は、鍔部１４２の幅Ｌ２と略同
一に形成されることが好ましい。
【００３２】
　第２突出部１５６は、鍔部１４２のうち、上面４２２とは反対側に形成される下面４２
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１に接触する。第２突出部１５６は下面支持部ともいう。第２突出部１５６は、第１突出
部１５４と共に鍔部１４２を挟み込む機能を有する。
　図１１に示すように、照明器具３０の反射部１４１が天井面に形成された埋め込み穴に
取り付けられた場合、天井面における埋め込み穴の周縁と鍔部１４２との間に第１突出部
１５４が挟まれるので、カバー１５０が鍔部１４２から外れることはない。よって、第２
突出部１５６は必須ではない。しかし、反射部１４１が天井面の埋め込み穴から外された
とき、第１突出部１５４は天井面に接触することがなくなるので、鍔部１４２の上面４２
２への接触ができなくなる。よって、これを解消するために、第２突出部１５６により鍔
部１４２の下面４２１を支持して、第１突出部１５４が鍔部１４２の上面４２２へ接触す
ることを補助している。
【００３３】
　連結部１５８は、第１突出部１５４と第２突出部１５６とを繋げるための機能を有する
。つまり、連結部１５８は、周枠部１５３の一部であってもよいし、第１突出部１５４と
第２突出部１５６とを直接連結するようにしてもよい。よって、連結部１５８の形状は特
定の形状に限定されない。
【００３４】
　なお、上記の周枠部１５３の説明では、鍔部１４２の外周径と周枠部１５３の内周径と
の関係から、周枠部１５３に応力を発生する場合について述べた。ここでは、鍔部１４２
の外周径と周枠部１５３の内周径との関係ではなく、嵌め込み部１５１を工夫することに
よって、カバー１５０が器具本体１４０の鍔部１４２から外れないように固定力を高めて
もよい。
　具体的には、嵌め込み部１５１が鍔部１４２に当接した際に、嵌め込み部１５１が押し
広げられるようにしてもよい。また、嵌め込み部１５１と鍔部１４２との接触面を大きく
したり、引っ掛かり部を設けてもよい。この場合は、周枠部１５３の内周径は、必ずしも
鍔部１４２の外周径よりも小さくする必要はない。
【００３５】
　以上のように、カバー１５０の嵌め込み部１５１において、器具本体１４０の鍔部１４
２へ重なる部分を多くすることで、カバー１５０の鍔部１４２に対する嵌合力を高めてい
る。
　また、嵌め込み部１５１の変形例として、図１１の（ｂ）に示すように、第２突出部１
５６において鍔部１４２と重なる部分にリング状の凸部５６２を鍔部１４２方向に設ける
。また、図１１の（ｂ）に示すように、鍔部１４２の下面４２１において凸部５６２と重
なる部分にリング状の凹み４２５を設ける。このような凸部５６２と凹み４２５を設ける
ことにより、カバー１５０が鍔部１４２から外れ難くすることができる。
　また、嵌め込み部１５１の変形例として、図１１の（ｃ）に示すように、第１突出部１
５４において鍔部１４２と重なる部分にリング状の凸部５６３を鍔部１４２方向に設けて
もよい。この凸部５６３が鍔部１４２の上面４２２と接することにより、カバー１５０が
鍔部１４２から外れ難くすることができる。
【００３６】
　また、カバー１５０の嵌め込み部１５１に鍔部１４２が嵌め込まれているので、照明装
置１０を天井面に取り付けた際、カバー１５０が天井面へ当接する（図１１の（ａ）参照
）。カバー１５０はシリコーンのように弾性力を有する材料で形成されており、弾力性を
持っているので、カバー１５０と天井面との間に隙間が生じ難い。これは、カバー１５０
が弾性変形することで、天井面との密着性を高めることができるからである。また、カバ
ー１５０が天井面と密着することにより、照明装置１０を天井面に取り付けた際、カバー
１５０が照明器具３０から外れ難くすることができる。
【００３７】
　また、照明器具３０は、鍔部１４２から第１突出部１５４の側に突き出たリブ１４８を
有し、第１突出部１５４は、リブ１４８が入り込んだスリット５４１を有する。図１０に
示すように、第１突出部１５４には、反射部１４１に形成されたリブ１４８が挿入される
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スリット５４１が形成されると共に、バネ取付部１４７の一部が挿入される切欠き部５４
２が形成される。
　照明装置１０を天井から外す際、作業者は、カバー１５０を挟持し、引き下げる方向に
引っ張ることで取り外しを行う。このとき、作業者がカバー１５０を挟持した状態で回転
方向（図１の（ｂ）のＱ５方向）に回してしまうと、カバー１５０が照明器具３０の鍔部
１４２の周りを空転してしまう虞がある。
　本実施の形態に係るカバー１５０によれば、反射部１４１に形成されているリブ１４８
が入り込むスリット５４１を設けているので、回転方向にカバー１５０を回しても、鍔部
１４２の周りを空転しないようにすることができる。作業者が回転方向にカバー１５０を
回転させる場合、スリット５４１に反射部１４１のリブ１４８が入り込んでいるので、器
具本体１４０全体を回転させることができる。例えば、天井材に当接している取付バネ１
４６が天井材に噛み合ってしまって、照明装置１０を天井材から引き下げ難い場合がある
。このような場合に、本実施の形態に係る照明器具３０によれば、作業者は、照明装置１
０全体を回転方向へ右回転、左回転とグリグリと揺さぶる（右へ左へと回転動作をさせる
）ことにより、強固に嵌合している状態を緩和させることができる。
【００３８】
＜鍔部１４２と嵌め込み部１５１との嵌合状態について＞
　図１１の（ａ）に示すように、鍔部１４２は、周縁に向かって徐々に上方に傾斜する傾
斜部４２７を形成している。また、嵌め込み部１５１の第２突出部１５６は、この傾斜部
４２７に沿って傾斜する傾斜面部５６１を有する。傾斜面部５６１の傾斜は、傾斜部４２
７の傾斜より、若干きつい傾斜であることが好ましい。これにより、第２突出部１５６に
より鍔部１４２を第１突出部１５４側に適度に押し付けることができる。よって、鍔部１
４２に対するカバー１５０の取り付けを強固にすることができる。
　また、鍔部１４２に傾斜部４２７を形成し、この傾斜部４２７に傾斜面部５６１が適度
に接するようにしているので、強い振動などによって挟み込み状態が解除されることを防
ぐことができる。
【００３９】
＊＊＊他の構成＊＊＊
　本実施の形態では、底部１５５は凹部を形成しているとしたが、底部１５５が嵌め込み
部１５１から離れる方向に突き出た凸状でもよい。また、底部１５５は、平面状であって
もよい。その他、底部１５５が凹凸を有する形状でも構わない。
【００４０】
　また、本実施の形態では、鍔部１４２は略円形であり、周枠部１５３も端面が略円形の
円筒形状を例に説明した。しかし、鍔部は楕円形、多角形、不定形等でもよく、この場合
は鍔部の形状に合わせてカバーの周枠部も端面が楕円形、多角形、不定形等の筒形状でも
よい。
【００４１】
　また、本実施の形態では、周枠部１５３の側部１５２が筒形状であるとしたが、周枠部
１５３の側部１５２が嵌め込み部１５１から底部１５５に向かって広がるように形成され
ていてもよい。また、周枠部１５３の側部１５２が嵌め込み部１５１から底部１５５に向
かって狭くなるように形成されていてもよい。また、周枠部１５３の側部１５２に凹状部
或いは凸状部が形成されていても構わない。
【００４２】
＊＊＊本実施の形態の効果の説明＊＊＊
　以上のように、本実施の形態に係るカバーによれば、周枠部によって光を拡散し、天井
面方向にも光を照射することができるので、天井面を明るくすることができる。また、本
実施の形態に係るカバーによれば、底部１５５に凹部を有するので、照明装置の直下方向
の照度を高めることができる。
【００４３】
　また、本実施の形態に係るカバーは、嵌め込み部が照明器具の鍔部を覆った状態で照明
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器具に取り付けられるので、嵌め込み部が弾性変形することで、天井面との密着性を高め
ることができる。また、カバーが天井面と密着することにより、照明器具を天井面に取り
付けた際、カバーを照明器具から外れ難くすることができる。
【００４４】
　また、本実施の形態に係るカバー１５０では、周枠部の内周径と鍔部の外周径とが略等
しいか、或いは周枠部の内周径が鍔部の外周径よりもやや小さめである。このため、カバ
ーを鍔部に取り付けた際、カバーが押し広げられるように応力が発生し、カバーが鍔部か
ら外れ難くすることができる。また、本実施の形態に係るカバーによれば、底部１５５に
凹部を有するので、カバーが押し広げられるように応力が発生した場合の形状変化を目立
たなくでき、意匠性を保つことができる。
【００４５】
　また、本実施の形態に係るカバー１５０によれば、リブが挿入されるスリットや、バネ
取付部がの一部が配置される切欠き部を有するので、作業者が周枠部を挟持してカバーを
回転させた場合でもカバーが空転することなく、照明器具全体を回転させることができる
。よって、作業性を向上させることができる。
【００４６】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、この実施の形態に含まれる発明のうち
、２つ以上を組み合わせて実施しても構わない。或いは、この実施の形態のうち、１つを
部分的に実施しても構わない。或いは、この実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組み
合わせて実施しても構わない。その他、この実施の形態を、全体として或いは部分的に、
どのように組み合わせて実施しても構わない。
　なお、上記の実施の形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物及び
用途の範囲を制限することを意図するものではなく、必要に応じて種々の変更が可能であ
る。
【符号の説明】
【００４７】
　１０　照明装置、２０　光源ユニット、１１０　電源部、１１１　端子台、１１３　本
体取付プレート、１１４　電源装置、１２０　光源部、１２１　ヒートシンク、１２２　
発光部、１２３　発光素子、１２４　取付部、３０　照明器具、１４０　器具本体、１４
１　反射部、４１１　内面部、４１２　外面部、１４２　鍔部、１４３　光源取付部、４
３１　光源開口、１４４　開口部、１４５　立上り部、１４６　取付バネ、１４７　バネ
取付部、１４８　リブ、４２１　下面、４２２　上面、１５０　カバー、１５１　嵌め込
み部、１５２　側部、１５３　周枠部、５３１　角部、１５４　第１突出部、１５５　底
部、５５１　中央部、１５６　第２突出部、１５９　開口、５６１　傾斜面部、５６２，
５６３　凸部、１５７　嵌め込み溝、１５８　連結部、５４１　スリット、５４２　切欠
き部、４２７　傾斜部、４２５　凹み。
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